
102010. ７. １2010. ７. １　　　　　　広報りっとう広報りっとう

りっとうの景観を語る

※ふるさと風景～わがまち栗東～を百年先の次代へと継承するため、「景観条例」「百年計画」
を制定しました。「すだじい」は、団

どん

栗
ぐり

の一種。団結する栗東市民を意味します。

　問合せ…都市計画課 ☎ 551-0116
　　　　　　　　　　 FAX  552-7000
　

観
音
寺
の
集
落
は
、
栗
東
市
の
最
南

端
、
阿あ

星ぼ
し

山や
ま

の
ふ
も
と
に
た
た
ず
む
小

さ
な
集
落
で
、
琵
琶
湖
に
接
し
な
い
栗

東
市
に
あ
っ
て
、
唯
一
琵
琶
湖
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
栗
東
市
景
観
百
年
審
議

会
委
員
の
福
山
聖
子
さ
ん
が
描
か
れ
た

「
観
音
寺
の
風
景
」
を
見
て
、
わ
が
集

落
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
、
何
か
活

性
化
で
き
な
い
か
と
思
い
立
ち
、
栗
東

市
街
道
百
年
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と
の
協
働

の
も
と
、『
平
成
21
年
度
「
新
た
な
公
」

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
支
援
モ
デ

ル
事
業
（
国
土
交
通
省
採
択
事
業
）』

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

あ
か
り
を
テ
ー
マ
に

昨
年
８
月
22
日
の
夏
祭

り
の
夜
、
趣
の
あ
る
街

道
に
路
地
行
灯
を
並

べ
、「
観
音
寺
」
の
街

並
み
を
光
で
演
出
し
ま

し
た
。

　

琵
琶
湖
へ
の
眺
望
景
観
や
夜
景
と
一

体
と
な
っ
た
美
し
い
あ
か
り
は
、
日
常

生
活
で
は
、気
づ
き
に
く
い
「
観
音
寺
」

の
魅
力
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
に
は
「
観
音
寺
」
の
魅
力

を
発
信
し
、
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
午
前
中
は
、
市
内
外
の
都
市

部
に
住
む
14
名
を
交
え
て
、
水
仙
の
球

根
を
堀
り
起
こ
し
、
棚
田
の
畔
に
植
え

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は
、「
観

音
寺
」
の
見
ど
こ
ろ
を
見
て
歩
き
、
古

民
家
に
関
す
る
説
明
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
の
冬
の
夜
、満
天
の
星
空
、

来
訪
者
を
温
か
く
迎
え
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
も
と
、
ひ
っ
そ
り
と
静
寂
し

た
「
観
音
寺
」
の
夜
に
ふ
さ
わ
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

間
伐
材
を
テ
ー
マ
に
今
年
１
月
31

日
、
一
般
参
加
者
を
招
い
て
ベ
ン
チ
製

第 16 回寄稿

三浦 栄一 氏
天水木族泫代表
観音寺在住

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し

た
。
ベ
ン
チ
は
誰
も
が
気
軽
に
間
伐
材

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
体
験

型
の
製
作
キ
ッ
ト
と
し
て
製
材
・
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
昨
年
度
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
観
音
寺
が
持
つ
魅
力
は
、
育

ま
れ
て
き
た
歴
史
や
固
有
の
文
化
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
、
人
間
ら
し
い
健
康

的
な
生
活
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
大
切
に
守

り
な
が
ら
、
地
域
住
民
み
ん
な
が
「
観

音
寺
」
に
暮
ら
す
幸
せ
と
喜
び
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
誇
り
と
愛
着
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

泫
【
天て

ん

水す
い

木き

族ぞ
く

】
…
自
然
に
恵
ま
れ
た

生
活
環
境
の
中
、
山
林
の
保
全
活
動

や
地
域
文
化
の
情
報
発
信
に
取
り
組

む
観
音
寺
地
域
の
グ
ル
ー
プ

◎
誇
り
と
愛
着

▲来訪者を温かく迎えたコンサート

▲古民家について解説

▲夜景と一体となったあかり


